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2010 年 6 月 9 日、NPO 法人 京都丹波・丹後ネットワークを設立して以来２年、①NPO 法人等ネットワーク

構築・活動支援事業、②京都式公募型雇用創出・人づくり事業、③基金訓練（緊急人材育成支援事業に係る職業

訓練）の 3 つの事業を軸に、人と人、団体と団体（NPO、自治体、企業、行政など）のネットワークを構築する

ことにより、京都丹波・丹後（今年度については京都丹波が中心）地域の活性化をめざし、活動してまいりまし

た。 

 

 

 

 

 

さらなるネットワークの構築を目指して 

今年度においては、京都府の委託事業「地域人材の発掘とネットワーク化による NPO 等活動支援事業」を主に、

地域の枠を超えたネットワークづくり、企業や大学などを含めたネットワークづくりを目指してきましたが、 

ようやく連携・協働の芽が芽生えてきたところです。 

次年度においてはやる気のある NPO を情報発信やマネジメントなどにおいて徹底支援することにより地域を元

気にし、さらに企業や大学等との連携がしやすい環境づくりに努めていきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

財政面について 

様々な活動を行うに当たり、やはり大きな課題は財政面（資金の確保）です。いつかは助成金などに頼らない財

政を目指したいとは思いながらも、現実にはまだまだ府などの受託事業や助成金などに頼らざるを得ません。 

次年度においても京都府の受託事業獲得を目指すともに、支援して下さる個人・団体を増やすこと、そのために

も事業内容の充実や情報発信を積極的に行っていきたいと考えています。 

さらに２０１３年度以降は受託事業に頼らない資金獲得の方法をミッションに反しない形で考え、新規の自主事

業として確立していきたいと考えています。 

  

２０１1 年度 総括 
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予算…4,210,000 円（うち人件費 3,250,000 円） 

収支…4,216,473 円（うち人件費 3,657,341 円）    

期間…９月１日～翌３月２７日まで（約７か月） 

従事した労働者数…３名＋事業（イベント）内容によりボランティアスタッフ数名 

 

概要： 

中丹パートナーシップセンター・協働コーディネーターと協働して、京都北部（中丹中心）にある NPO 法人及

び任意団体に対して様々な支援を行う 

NPO 法人等及び行政、地域、大学、企業などとの連携を強化し、ネットワークを構築、協働体制を整えていく 

 

地域の課題を解決し、地域活性化を目指す 

 

 

NPO だより（―里山スタイル―）の作成・発送 

京都北部で活動されている団体などを取材し、その取り組みと課題、支援の在り方な

どを記事にするほか、私たち NPO の活動内容（交流会・講座など）の報告等を中心

に記事を作成。 

同時に翌月実施する交流会・講座等を紹介したイベント情報またはちらしを送付。 

 

 

成果と課題…今年度も府の受託事業の一環として NPO と行政の双方に送付することができたため、様々な課

題を情報発信し、それぞれの立場での課題の認識・解決をさらに推進することができた。 

課題としては、パートナーシップセンターや市などと協力することにより中丹地域でのイベント・講座情報を

取りまとめたチラシを作成・配布することができれば、情報の一元化につながると思われるが、行政などとの

連携が不可欠のため、今の段階では共催のイベント等しか発信できていないのが現状である。 

  

 

HP の作成（HP アドレス:http://www.kyoto-tantan.net/） 

内容としては当ＮＰＯの活動内容等の情報と、中丹を中心とする NPO 主催のイベント・講座などの情報、毎

月発行しているＮＰＯだよりの掲載などである。 

 

成果と課題：当初よりＣＭＳを利用したホームページとしたために、誰でも簡単 

に更新ができるものに仕上がった。 

情報の開示・発信の為のホームページをさらに充実させ、昨年度の課題であった FB

といったツールとも連動させることができた。 

中間支援団体活動支援事業 

～地域人材の発掘とネットワーク化による NPO等活動支援事業～ 

トップページより 
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情報発信講座の開催（９回）  相談・フォロー（7 件） 

 ̧ 写真講座…5 月から情報発信に役立つカメラ講座を実施 うち当事業による講

座（3 回）には延べ 18 名が参加 

 ̧ アンドロイド…９月２９日 （講師：小野澤 光洋）参加者９名（一般５名+

ドコモ社員４名） 

 ̧ 画像加工…１０月２５日 ３１日 計２回（講師：小野澤 光洋）参加者（延べ

22 名） 

 ̧ プレスリリース…１月２８日 （講師：両丹日日新聞社 八木 俊樹）参加者（１６名） 

 ̧ FB（初級・中級）…２月８日・９日 計２回（講師：森田 洋行）参加者（初級４名）（中級５名） 

 ̧ 情報発信（IT 関連）相談等…７件（HP の更新・作成・運営、ML の活用、ブログの情報発信等） 

 

目的：新しいツール（アンドロイド・FB など）を利活用した情報発信の方法と共に、「情報の見せ方」などに

も踏み込んだ講座を行い、都市部や他の地域に負けない情報発信を行うことで、京都北部の活性化を目指すた

めの人材の育成を目的に開催。 

 

成果と課題：最近では NPO といえども新しいツールでの情報発信は不可欠であり、アンドロイドなどを利活

用した情報発信はこれからの主流となっていくであろうことから、ブログやフェイスブック及びそれらの連動

などによる情報発信講座は次年度以降もさらに工夫をして開催していく予定である。 

それと同時に、情報の中身・見せ方をどう工夫するか、公共のメディアをどう利活用するかについても、好評

であった今回のプレスリリース講座や画像加工講座にさらに工夫を加えて行っていきたい。 

 

 

マネジメント講座・相談会等の開催 6 回（講座４回、相談会２回）＋フォロー３回（労務管理等相談…５件） 

 ̧ CSR・資源調達講座…１１月２６日 

（講師：村井 琢哉⇒資源調達・明致 親吾・松岡 秀紀⇒CSR・小関 千秋⇒借入）

参加者（２０名） 

 ̧ 会計実務講座＆相談会…１２月８日（講師：細見税理士）参加者（１１名） 

 ̧ プレゼン講座…１月２８日（講師：杉岡 秀紀）参加者（１８名） 

 ̧ 会計ソフト使い方講座＆相談会…３月６日・１３日 計２回 （講師：小野澤 光

洋）参加者４名（３団体） 

 ̧ 労務管理等相談…２団体 ３回 ５件（社会保険と障害年金の関係、勤務時間、

雇用、職場環境・待遇等） 

※ NPO が苦手とする資源の調達やプレゼンのほか、近々変更が予定されている NPO 会計について、専門家を

招いて講座を実施、会計ソフトを導入する際の使い方講座も実施、またそれぞれの講座終了後には、相談会

及び団体・NPO 同士が交流できる場などを設けた。 

 

目的：NPO 法の改正などに伴う会計・労務等の実務を中心に講座を開催。その中で、NPO 法人が他の企業と同

等の信頼を得るためには何が必要か、どのような意識改革をするべきかなど NPO 法人の地位・認知度を高める

ための様々な事項について教えていただき、京都北部の NPO 法人が他の地域に負けない活動を行うための基盤

を作ることを目指し開催したもの。 
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成果と課題…昨年度は概論を中心とした講座を開催したが、今年度においては各分野の専門家を招いて実務を

中心とした講座・相談会を開催。 

プレゼン講座では企業からの参加者も多く、プレゼン能力のアップはもとより、ワークショップの時間を設け

るなどの講師の工夫により、自身をマネジメントする能力も高められたのではないか。 

課題としては、まだまだ意識においても実務においても他法人と比較して、レベル的に低い状態の NPO が多々

あり、法人化したことの意味と同時になぜマネジメントが必要かをそれぞれの団体が自ら考え学ぼうとする方

法を考えていかなければならないと感じた。来年度においては京都市内の中間支援団体などとも協働して、京

都府内の NPO のマネジメント能力を底上げできるような事業を考えていきたい。 

 

交流会の開催 6 回 

写真と映像で綴る福知山 

日時：２０１１年９月２１日（水）  

場所：正眼寺 

参加者：地域住民など２５名程度＋住職その他関係者１２名=３７名 

映像提供：芦田 均 

写真提供（語り）：横川 省三、吉田 博 

 

目的・概要：  

 明治から昭和にかけての福知山の映像と写真、語りを通して、福知山の文化や歴史にふれてもらうこと

で、福知山を誇りに思う気持ちや文化や自然等を守り継承することの大切さと、それがまさにこの福知山と

いう地で過去から未来へと「いのち」をつないでいくことに他ならないことを感じていただき、次の世代に

伝えていただく、さらには地域の活性化にもつなげていくことを最大の目的とする。 

 

成果と課題…NPO と地元のお寺とが協働して事業を行うことで、地域の方々に福知山の文化・歴史をより深

くより身近に感じていただき、これからの地域づくりへの思いを高めていただくきっかけになったのではない

か。 

当日は残念ながら台風直撃により参加者は予定より少なかったが、来ていただいた方には非常に興味と関心を

持ってもらい、また開催してほしいとの声が多く聞かれた。 

今後も福知山に眠る昔の写真や映像を知ってもらうとともに、地域の財産として残していくためにも、このよ

うな事業は続けていく必要があると感じた。 

 

フォトピア写真交流＆合評会 

日時：２０１１年１０月２０日（木） 

場所：ヨシヤカメラ 

参加者：１０名 

講師：大地 洋次郎 

目的：これからの情報発信には写真や映像など視覚に訴えることが必要とな

るため、それぞれの参加者が写した福知山の風景などを引き伸ばし、講師の

方を交えて批評しあうことで、情報発信に役立つ写真の撮り方を学ぶ。 
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成果と課題…写真は見る人にとっては的確に情報を得る有効な手段であり、撮る側にとっては今まで気づかな

かった町の良さを発見することにもつながるため、この交流会と講座を通じて情報発信に必要な写真の撮り方

を学ぶとともに、福知山を再発見する眼を養うことに役立ったのではないだろうか。 

また、お互いの持っている情報や知識を交換することで、新しい町づくりにもつながっていくと思われる。 

 

 

福知山・鉄道交流フェスタ２０１１ 

日時：２０１１年１２月１１日（日） 

場所：福知山市武道館 （剣道場） 

参加者：９０名程度+関係者・スタッフ（京都府１名、中丹振興局２名、福

知山市３名、ＮＰＯ３名、パネラー等５名、ボランティア）１６名 

共催：京都府中丹パートナーシップセンター 

後援：福知山市、福知山市教育委員会、福知山商工会議所、福知山青年会議

所、福知山観光協会、北近畿タンゴ鉄道（株）、北近畿タンゴ鉄道利用促進協

議会、福知山鉄道利用増進協議会、西日本鉄道 OB 会福知山地方本部、福知

山 SL 保存会、福知山鉄道館ポッポランド、NPO 法人きょうと NPO センタ

ー、両丹日日新聞社 

▼パネリスト 

・桐村 博之（鉄道ＯＢ） 

・西村 喜宏様（鉄道ＯＢ） 

・滋野 浩毅（成美大学経営情報学部准教授） 

・赤松 武司（福知山観光協会 大江支部 副支部長） 

▼コーディネーター 

・西田 洋之（ＮＰＯ法人きょうとＮＰＯセンター事務局次長） 

 

目的（概要）： 福知山市は、昔から鉄道の町として栄え、現在でも京都

大阪方面と天橋立豊岡方面を結ぶ交通の要衝となっていますが、昨今の

道路交通網の整備やマイカー社会の進展により、鉄道離れが加速してい

る現状にあります。 

そこで、写真の展示やビデオ上映、その他鉄道ＯＢの方々とのフォトセ

ッションを通じて、鉄道の良さ、楽しさ、魅力を、子供から大人まで幅

広い世代に伝え、また、古き良き往年の文化を楽しみながら鉄道が地域

にどのような効果をもたらすかなどを出し合うことでそれぞれの夢の実現につなげていくことを目的に実

施。 

 

 

 

 

交流会の様子 

http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/event/information/docs/20111211tetudou.pdf
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成果と課題：北丹鉄道のビデオ上映と写真に写っている裏話が聞けるということで１０代～７０代まで幅広

い年齢層が訪れた。特に若い女性グループや関西圏以外の来場者も見受けられ、鉄道の歴史を通じて京都北

部地域の魅力を伝えられたと思う。大江中学校の生徒様のＫＴＲの発展に向けての発表では地域を盛り上げ

たいなどの意気込みが来場者に伝わり、大人世代が地元のことを考えるキッカケになったなどの反響があっ

た。 

パネルディスカッションでは鉄道が地域に果たす役割や地域にどのような波及効果が生まれるのかを実現

の不可避を除き、アイディアや知識を全て出し合い、課題を一つ一つクリアしていくという前向きな議論を

していただいた。 

この交流会を通じてお子さんから大人まで、改めて、自分たちの住む町の魅力を見つめ直す機会になり、前

向きな議論と行動が地域活性化につながっていく方向性が見えたのではないかと思う。 

後は、次の展開にどうつなげていくかであるが、KTR や鉄道 OB の方達と共に京都府、福知山市、その他

の市、大学などを巻き込んで、考えていきたい。 

 

FB 交流会 

日時：２０１２年２月９日（木） 

場所：京都丹波・丹後ネットワーク事務所  

目的＆概要： FB やスマートフォンなどのツールを情報発信にどのように活かしていくかなどの意見交換を

行うことで自治体の維持発展、地域の活性化などに活かしていく 

参加者：５名＋スタッフ３名 

 

成果と課題：成果としてはそれぞれが行うイベントなどの連絡に FB を活用し、互いの連絡を容易にするこ

と、この交流会を通じて NPO 同士が協働し新しい事業を展開するきっかけにすることなどの合意ができた。 

課題としては、このような場に参加しようとしない NPO とどのようにかかわるか、それらの NPO のうち

情報発信、マネジメント力が十分とは言えない団体に対してどう支援していくかがまだ見えてこないことな

どである。 

 

おもてなし交流会 

日時：２０１２年２月２６日（日） 

場所：三和荘 

参加者：１１０名程度＋関係者・スタッフ（中丹振興局２名、ＮＰＯ４名） 

講師：岡部 一己（福知山市三和町出身、オーグードゥジュールグループ

代表、東京他で７店舗を経営。） 

講演テーマ：おもてなしの心 

 共催：NPO 法人丹波・みわ、三和ライオンズクラブ 

後援：福知山市、福知山市商工会、両丹日日新聞社 

協力：中丹パートナーシップセンター 

 

目的・概要等：福知山の三和町で生まれ、専門学校を卒業後、「マキシム・

ド・パリ」でのギャルソンを経て、今では７店舗のフランス料理店を経営する岡部一己さんに講演をお願い
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し、彼が一番大切にしてきた“心”⇒「おもてなしの心」についてお話しいただくことで、これからの福知

山市民が観光者に対して、あるいは客に対して、人に対して、どうあるべきかを考え、感じてもらう。 

 

成果と課題 

経験とふるさと福知山に対する思いから溢れ出す言葉により、とても心に残る話であった。 

三和町においても福知山市街地においても今年から新たな町づくりの事業が動き出そうとしているときだ

けに、参加された方々には真剣な思いで聞いていただけたと思っている。 

また、この交流会をきっかけに、福知山市街地で開催される「ふくちドッコいち」に岡部様の店が出店して

下さることになり、まさに人と人とがつながる交流会にすることができた。 

このようなつながりを、もっともっと広げ、地域の活性化につなげていくことが重要であると感じ、来年度

においてどのような方法で行うかを考える必要があると思った。 

 

農業者交流会（法人編） 

日時：２０１２年３月４日（日） 

場所：福知山市民会館 

参加者： ４団体 ６名＋スタッフ１名 

 

目的＆概要：中丹地域で農業および農産物等の販売に従事する、個人、

農事組合、法人、その他の農業従事者が一度現状を確認しお互いの意見

や感想、今後の農業について本音で話し合う場を設け、それにより、こ

の地域で今後、どのような取り組みをしていくかを考える場とする。今回は

農事組合、法人編。 

 主なテーマは後継者問題、農業機械の更新、獣害対策、販売ルートなど 

 

成果と課題：既に法人化している団体とこれから法人化を考えている団体が集まり、法人化のメリットとデ

メリットを話し合った。その中で農業を取り巻く諸問題を解決するには後継者の育成が急務であり法人化は

避けて通れず、これからの農業は生産だけでは無く、営業やマネジメントも必要になってくる事を確認した。 

しかし、同じ中丹地域でも高齢化がある程度進んでいる所とそうでないところではまだ意識に隔たりがあり、

農業をこれからの重要な地域産業と考えるリーダーの育成が必要と思われる。 
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昨年度の交流会、その後の展開（フォローについての報告） 

 

夜久野の活性化交流会（2011.3.4） 

⇒実行委員会を組織し、満天の星空と音楽の夕べ ☆☆☆銀河鉄道 999 心のふるさ

と夜久野より☆☆☆（2011.8.20）を開催。 

また、ポスターコンクールや星空観望会、手づくり市などに対しても支援を継続し、

今後も実行委員会を中心に夜久野の活性化を考えていくつもりである。 

 

 

お米の食べ比べ交流会（2011.2.5） 

⇒由良川里山交流フェスタ（2011.9.24）において、里山の美味しいお米とご飯に合う地

域の一品を販売・PR し、里山の活性化につなげるイベントを中丹パートナーシップセンターと共に開催。 

今後の米の販売や産品の開発へのきっかけにしていただいた。 

里山の農業を考える意味では、今回開催した農業者交流会（法人編）についてもお米の食べ比べ交流会から発

展したものである。 

 

 

その他：行政・大学等との協働 

⇒福知山市のまちなかおもてなしプロジェクト会議、福知山市協働推進会議のほか、北部大学連携などの会議

にも積極的に参加する中で、行政や大学などと協働してまちづくりを行う機運を高め、次年度以降の展開を待

つところである。 

今回当 NPO で開催した鉄道交流フェスタにおいては、福知山市をはじめとする行政のほか、企業や NPO な

どに後援をいただいただけでなく、当日のスタッフあるいは情報発信（KTR や福知山市などの HP 掲載他）

などにも積極的にかかわっていただくことができ、協働の第一歩になったのではないだろうか。 
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人財・団財登録 

 

＜人的財産＞＜団体財産＞ 

登録者：23 名 

目的・概要：農業分野、美術分野、スポーツ分野、福祉分野など幅広い分野から地域の人材、団体財産を探し出

し、活用するためのリストを作成。 

 

登録内容の抜粋：省エネアドバイザー、ちらし等のデザイン、ハーブコーディネータ、子供ゴルフ教室、腹話術、

地域の歴史を語る、失明者生活相談などなど 

 

成果と課題 

身近な人であっても、今まで知らなかった才能をそれぞれの方が持っておられることに気づき、今後の活用方法

をうまく考えることができれば、地域の財産になってもらえる可能性が高いことが分かった。 

ただし、ネットなどで公開することについてはためらわれる方が多かったため、まずは当 NPO を通して活用し

てもらう形を考えたい。 

 

＜ボランティア＞ 

登録者：20 名 

目的・概要：イベント等に際して、ボランティアスタッフを確保することがとても難しい状況にあることから、

地域でボランティアをしてもよいという人を事前に登録しておくことで集めやすくすることを目的とする。 

※ 人材リストに登録していただいたほとんどの方がボランティアにも登録していただけた。 

 

成果と課題 

当初内容を分けずに登録シートの記入をお願いしていたが、地域での災害ボランティアの必要性や、イベント時

の若い男性（力仕事ができる）を求める声などが多いことから、分野別のボランティアを登録していただく形に

変更していく必要があると考えている。 

 

ICT 利活用によるネットワーク化 

ICT とリアルの積み重ねにより、大学や市、地域（まちづくり）などとつながり、今まさに次のステップへ踏

み出そうという段階である。 

具体的には、福知山市の協働推進会議に参加し、情報共有の為の仕組みづくりの提案を行ったり、Facebook

のグループ機能や facebook ページを活用して地域公共人材機構や北部大学連携機構（仮称）、他のＮＰＯ団体

と情報共有や連絡を行い事業の展開をスムーズに進めるなどによりネットワーク化の基礎を築いた。 

 

支援事業全体を通して 

事業成果： 

¶ 今後事業が継続できることを前提に考えれば、2 年目としてはかなりの事業成果があったと考えている。1

年目 2 年目の事業により、3 年目に何をしなければならないかが見えてきたこと、NPO 同士や他の組織（地

域公共人財機構・企業・市など）との協働体制が少しずつではあるが整ってきていることなどは評価できる

部分であると思っている。 
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目標達成度： 

¶ 自己評価 80％⇒行政との協働をどう行っていくかについて課題が残る 

 

NPO 支援の効果： 

¶ アンケートの結果などからも、やる気のある NPO などには講座内容等も満足していただけたと思ってい

る。 

¶ また、講座などの後にミニ交流会のようなものを実施したが、その際、思いがけない出会い（マッチング）

により、新たな事業への可能性が見えてきたケースもいくつかあり、来年度においてはこのような場をで

きるだけ多く作り、コーディネートすることが必要であると考えている。 

 

反省点、改善可能な点、課題など： 

¶ 改善可能な点としてまず挙げられるのは、出会い（マッチング）の場をあらゆる機会をとらえて作ってい

くことだと思う。このような場をどのようにセッティングするかが来年度における一番の課題である。 

 

¶ 北部の NPO の特徴なのかもしれないが、共に高めようと考えるところと、自分たちだけが満足できれば

よいという NPO にはっきり分かれるように思う。また、一定の収益を上げて人件費（雇用）も視野に活

動を行おうとするところと、NPO はボランティアの延長と考えるところの差も大きいように感じた。 

後者のようなところに対して無理に説得を試みてもなかなか聞いてもらえないというのが現状である。 

今まですべての NPO をどうすれば底上げできるかについて考えてきたが、むしろ頑張っている NPO をさ

らに支援することで、他の NPO の刺激になるのではないかと思うようになった。 

 

¶ 各パートナーシップセンターとの協働については、今の段階ではどのような内容、方法等を取っていくこ

とがよいのか、まだ模索中である。 

一方、団体同士での協力体制は整いつつあり、ビジョンを共有しながら継続した活動を行うことができれ

ば、一定の成果が期待できるのではないだろうか。 
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予算（H２３年度）…4,890,500 円（うち人件費 4,242,000 円）    

支出…4,898,923 円（うち人件費 4,248,669 円） 

期間…平成２２年１１月～翌１０月まで（約１年） 

 

概要：京都府の受託事業。当 NPO の目的の一つである特産品(農産品)を活かした地域活性化と、人づくりの両

方を達成するため、ジョブパークから２名を雇用し、特産品の開発から販売までを行う中で、IT のスキルを中心

としたビジネススキルを身に着けさせることを目的とした事業 

 

事業の成果 

（主な活動内容） 

農家レストランサラサが行っている米粉を利用した商品開発～販売までの協力 

 ̧ 米粉商品の開発⇒桑の葉・竹炭を利用した米粉クッキーの販売、米粉のスープ(坊ちゃんかぼちゃ・若桃・

桑の葉など)のレトルト商品の開発～販売 

 ̧ 組織作り(株式会社を検討)、製品開発（協力会社・素材・市場のリサーチ・農産物の生産体制・パッケー

ジのデザインなど）、販路の開拓（生協などとは協議中）など 

 ̧ 坊ちゃんかぼちゃのスープについては、11 月頃から試験的に販売を開始し、来年度から本格販売予定 

 ̧ ネット販売については大江高校が実施している「くるせる」を活用すべく検討 

 

鉄道写真展等の開催に向けた準備 

鉄道写真展とパネルディスカッションなどを通じて、福知山が鉄道の町として栄えたことを思い起こし、今後ど

のように「鉄道の町福知山」を再生・発展させていくかを鉄道関係者と市民が一緒になって考えてもらうという

企画内容で、１２月に実施予定 

（ねらい）企画をはじめ、講演依頼なども含めたすべてを通して体験してもらうことで、人とつながる(説得する)

ことの難しさやプレゼンの効果的方法、企画～実行までに何が必要かなど事業を行う上で必要なことを自ら感じ

取り、考え、行動できる人材に成長してもらうこと。 

 

大学や企業との連携に向けた準備 

 iSB やコトおこし講座などを通じて、NPO が大学や企業と連携・協働できる内容を模索。 

成美大学の先生などと連絡を取り、実際にどの分野でどのような手順で協働するかを検討中である。 

（ねらい）被雇用者の一人が地元大学の出身者でもあり、人脈を活かした仕事の仕方を実践してもらうこと。 

一方は商店街の空き店舗の利活用について、もう一方はアニメとキャラクターを利活用した地域活性化について

それぞれ企画をし、iSB に申請、一人については一次審査に合格したところである。 

 

その他 

 ̧ イベントや講座、交流会などへスタッフとしての参加 

⇒（ねらい）企画から実行、フォローまでの全体の流れ(イメージ)を考え、他団体やボランティアなどと

京都式公募型雇用創出・人づくり事業 
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協力しながら仕事を進めていくことを、実践を通して学んでもらった。 

 ̧ PC を使ったチラシ・ポスターの作成やアンケート結果のアクセス、エクセルなどを使用した分析など 

⇒（ねらい）部外講師による IT 訓練の実践の場として活用。 

※ また、それぞれが資格試験に挑戦 

 ̧ 4 月号から NPO だよりの作成 

⇒（ねらい）NPO だよりのデザインから、2 人でアポを取り、取材を行い、記事に仕上げていくまでの全

過程を任せ、責任感、人とのつながり、文章力などを養う。 

 

 

成果と課題：部外講師による IT の訓練はアクセスを利活用できるまでに進歩し、ワード・エクセルに関しては

資格試験に挑戦することになった。（うち一人はＭＯＳ試験エクセルのスペシャリストに合格）今後の就活や仕

事においてもかなり役立つと思う。⇒その後、一人についてはエクセルの技術を買われ 

また、それぞれの長所を生かした活動（チラシづくり、アンケートの分析、IT 講座のマニュアル作り、企画書

の作成など）により、当 NPO の事業にも役立つ部分が多く、特産品(米粉製品)の開発～販売についても積極的

にかかわっている。 

この事業終了後の二人の将来についてもそれぞれが方向を見つけたようで、それに向け努力しているようであ

る。（二人とも iSB やコトおこしなどに参加し、積極的に勉強を重ね、将来に役立てようとしている。） 

課題としては、自分自身の思いや考え(企画も含めて)を相手にどのように分かってもらうか、そのためにはど

うすることが必要かなどを、経験を通して学んでいってほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座、イベントなどでスタッフとして働く様子と、打ち合わせや普段の仕事風景 
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収入（H２３年度終了分）…840,000 円（前年度修正－100,000 円） 

支出(費用)…49,126 円 

期間、受講者数等 

３月開講分（①平成２３年３月２２日～平成２３年８月１９日  ②平成２

３年３月２２日～平成２３年１０月２１日） 

⇒実践演習コース（実践農業技術科）①田辺あんしん農園 ２名、②福山フ

ァーム ２名⇒途中リタイア 

 

概要：財源の確保と同時に、当 NPO 法人のミッションでもある地域活性化のた

め、農業の担い手を育てることにより京都北部の里山を守りそこで生きる人材

を育てることを目的とした事業 

 

 

成果と課題：福山ファームの 2 人は途中交通事故があり、リタイアとなったが、田辺あんしん農園の桃栽培の訓

練は、二人ともとても熱心で、そのうち一人については実際に現在桃の栽培を行っている。 

基金訓練（名称変更により求職者支援訓練）については、制度等の改正により継続が難しいのが現状である。 

その中で、可能であれば営農組合や農事組合などと協力して、中丹地域里力再生推進協議会、福知山市地域担

い手育成総合支援協議会、舞鶴市担い手育成協議会、綾部市興農会議などとも連携を取り、訓練時の住居や訓

練修了後の就農支援なども含めて総合的な支援が実施できるよう考えていきたい。 

 

 

 

 

 

  

基金訓練（緊急人材育成支援事業に係る職業訓練） 
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会員構成：正会員と賛助会員（団体・個人）の２つに区分して入会を呼びかけた。 

正会員（１口 1,000 円）１３名 

賛助会員（団体 1 口 10,000 円）２団体（個人 1 口 1,000 円）３名（３口） 

 

 

 

会議の開催 

理事会の開催 

日時 ··········· 平成２４年４月２４日 

場所 ··········· 京都丹波・丹後ネットワーク事務所 

出席者 ········ 眞下賢一、森田洋行、衣川茂男 

内容 ··········· ２０１１年度事業報告、決算案、２０１２年度事業計画、予算案等 

 

通常総会の開催 

日時 ··········· 平成２４年５月２２日 

場所 ··········· 京都丹波・丹後ネットワーク事務所 

出席者 ········ 眞下賢一、森田洋行、その他会員等５名  

委任状 ········ ６名 

内容 ··········· ２０１１年度事業報告、決算案、２０１２年度事業計画、予算案等、理事２名の交代について 

 

 

 

事務局体制 

当 NPO の副理事長が事務局長として通年勤務。他 NPO スタッフとして１名の計２名体制で活動。 

NPO 法人 京都丹波・丹後ネットワーク組織概要 


